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共同事業の見直し及び個別施設計画の 

早期策定を求める要望書 
 

平成28年6月17日、桐生市議会第２回定例会において桐生・みどり両市の共同事

業（清掃センター事業、常備消防事業、斎場事業、し尿処理事業）に関し「『共同事

業実施に関する覚書』の内容を見直すための協議の場の設置を要望する決議案」が可

決され、また、令和3年2月5日には本委員会より「公共施設のあり方に関する提言

書」を市長に提出し、桐生市公共施設等総合管理計画（以下「総合管理計画」とい

う。）の個別施設計画の策定に当たり、市民意見を十分に反映させて対応することや

上記決議内容を早期に実現することを提言してきた。 

共同事業については同覚書の規定により、長年にわたり間接的に桐生市民へ多くの

負担がかかっていると共に、共同事業施設の老朽化に伴い、早期に建て替え等を検討

しなければならない現状がある。このような状況について、みどり市に対し深い理解

を促すとともに、共同事業の覚書について速やかに両市で見直し協議を行い、桐生市

民の理解を得ながら進めていく必要がある。 

また、共同事業施設の方向性が決まらないと総合管理計画に係る個別施設計画が策

定できないという現実がある。 

令和4年11月11日付で桐生市長がみどり市長に対し、同覚書に基づく協議機関の

設置等に関する申し入れを行い、状況が一歩前進した。これまでの当局の努力に感謝

申し上げる。 

 今までの経緯、経過を踏まえ、下記の２項目について強く要望する。 

 

記 

 

１． 市民の声を十分に聞き、共同事業のあり方の見直しについて早期解決を図ること 

 

２． 桐生市の人口に見合った市民のための個別施設計画を速やかに策定すること 
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